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＜卓話＞ 

近年、Software Defined Networking (SDN) と Network Functions Virtualization (NFV) に代表される、

「ネットワーク・ソフトウェア化」という概念が注目を浴びています。これは「ネットワークの機器や機能をソ

フトウェアプログラムによって具現化し、より柔軟かつ迅速にサービスを構築・運用していく」という通信

ネットワークにおける大きな変革を意味します。 

特に、クラウドデータセンタや第五世代モバイルネットワーク(5G)におけるエッジコンピューティングなど

では、欧州をはじめ米国の主要企業がソフトウェアによる通信基盤技術に注目し、性能や堅牢性の課

題を克服しながら柔軟で発展的な通信基盤に大きな期待が集まっています 。 

また、学術界では、通信基盤におけるソフトウェアの柔軟性を活用し、機械学習を網内に適用し、自動

化における運用コスト（OPEX）の削減を目的とした研究が進んでいます。 

 

本卓話では、こうした通信基盤技術におこりつつある革新、ソフトウェア化の 動向と応用、そして、近未

来に必ず到来するであろう、通信と機械学習と AI との融合、つまり「考えるネットワーク」への展望をご

紹介します。 


